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C 175　　 多武峰談山神社「 嘉吉 祭」 の神饌

桜井女子短 大　 冨岡典子

［
目 的 ］　 現 在 の 神 社 祭 式 は 、 明 治 ８ 年

に 布 達 さ れ た 「 神 社 祭 式 制 定 ノ 件 」 が 基 調 と な っ

て い る 。 そ の 祭 式 に は 、 社 格 や 祭 礼 規 模 に よ り 神 饌 の 内 容 や 献 徹 の 作 法 ま で 画 一 化 さ れ て
示 さ れ 、 形 式 的 な も の に 統 一 さ れ て

い る が 、 古 く は 各 神 社 の 各 祭 り ご と に 種 々 の 神 饌
が 奉

献 さ れ て い た 。 談 山 神 社 「 嘉 吉 祭 （ 嘉 吉 元
年1441 年 が 起 源 、 毎 年10 月 第 ２ 日 曜 日 斎 行 ） 」

の 特 殊 神 饌 「 百 味 の 御 食 」 は 、 今 日 な お 古 式 の ほ ぽ 全 容 を 残 し 、550 年 の 間 伝 承 さ れ て い

る
。 本 報 で は 、 こ れ ら 神 饌 形 式 か ら 、

日 本 人 固 有 の 食 生 活 の 内 容 に 着 目 し 、 検 討 し て み る 。
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に お い て

、 次 の 日 程 に よ り 、 現 地 調 査 を 行
っ た 。

-- ■･- 〃i ●g　 ’f ゛ り1991 年10 月　 ２ 日 一 嘉 吉 祭 事 始 め　　
６ 日

一 果 物 ・ 木 の 実 の 採 集　　 ９ ・10
・11 日 一 御 供 の 調 製

12 日 一 宵 宮 13 日 一 本 祭 ・ 直 会
［ 結 果 ］　 嘉 吉 祭 の 特 殊 神 饌 「 百 味 の

御 食 」 は 氏 子 に よ り 調 製 さ れ 、 そ の 内 容 は 、 無 垢 人

花
２ 台 、 神 杯 、 神 酒 、 神 箸 、 和 稲 （ 米

御 供 ４ 台 ） 、 荒 稲 （ 毛 御 供 ３ 台 ） 、 果 実 盛 御 供19 台
子 ヅ テ 、 倉 餅 、 飯 御 供 、 楓 枝 ４ 本 で

あ り 、 こ れ ら は ぽ と ん ど が 「 生 饌 」 か ら 成 り 、 わ
ず か

に
子 ヅ テ 、 倉 餅 、 飯 御 供 が 「 熟 饌 」 で

あ っ た 。 こ れ に 加 え て 神 社 側 か ら10 台 の 「 生 饌 」
が

奉 献 さ れ 、 そ れ ぞ れ 高 杯 に 盛 ら れ た 。　こ
れ ら 御 供 盛 り の 食 材 は 、 そ の 時 期 に 最 も 美 味 で あ
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●’fy ゝVﾉ ゝ7pW･ﾘ多 く 収 芦 で き た も の で あ
ろ う が 、 芒 の 長 い 稲 や 木 の 実

、 果 実 が 多 く 盛 ら れ る こ と か ら

■　-　-̈ Ｗｒｙ　／こ の 祭 り が 秋 の 収 穫 祭 の 意 味 合
い を 強 く も っ と 考 え ら れ 、 そ の 盛 り 方

は 装 飾 的 で あ り 興 味
深 い 。　こ れ ら 食 材 は 、 多 武 峰 や 明

日 香 の 野 山 、 田 畑 で 収 穫 し た も の で あ
る が 、 ぶ ど う 柿 や

原 種 梨 の 木 な ど に 、 当 時 の 村 里 の 食 生 活 が 一 部 明 ら か に な
っ た 。
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